
備考

解消 解消 解消

解消 解消 解消

整備率 58 ％ 61 ％ 65 ％ 67 ％ 100 ％

供用率 12 ％ 27 ％ 37 ％ 37 ％ 100 ％

解消 解消 解消

99 ％超 99 ％超 99 ％超

地震 87 箇所 11 箇所 6 箇所 6 箇所 0 箇所

豪雨 48 箇所 8 箇所 4 箇所 2 箇所 0 箇所

5 箇所 4 箇所 1 箇所 1 箇所 0 箇所

0 ％ － 55 ％ 58 ％ 100 ％

0 ％ － 100 ％ 100 ％ 100 ％

R6年12月末

(発災後1年)

(R6.5.31)

(R6.12.20)

県管理道路のうち被災路線数

　県全体 127路線

　（うち奥能登2市2町

　　アクセスルート 8路線）

土砂崩れや建物倒壊などによる復旧

困難地区を除く

復旧・復興に関する客観指標　（令和８年３月末時点）

(R6.5.31)

(R6.12.20)
豪雨

地震
土砂崩れや建物倒壊などによる帰還

困難な地域を除く

道路の通行止め箇所数

（県管理道路）

県水送水管の耐震化状況

停電の状況

全体計画延長130km

客観指標

水

道

断水戸数

目標
R7年12月末

(発災後2年)
発災直後

屋内配線の不具合等による送電停止

箇所を除く

通

信

現状

R8年3月末

国道249号（輪島市～珠洲市）における

大規模崩落箇所の交通規制状況

（一般車両通行止め箇所数）

本復旧に着手した道路の

割合（県管理道路） うち奥能登2市2町

アクセスルート

県全体

道

路

千戸約40
(R6.3.15)

(R6.3月末時点)
通信の状況（携帯電話）

－

－

通信可能エリ

アが被災前の

20～30％

(R6.12.20)

(R6.3.15)

(R6.3月末時点)

－

－
(R6.3月末時点)

(R6.3.15)

(R6.5.31)

インフラ等の復旧

千戸

千戸

約5.2

約110

電

気

参考資料2



備考
R6年12月末

(発災後1年)
客観指標 目標

R7年12月末

(発災後2年)
発災直後

現状

R8年3月末

インフラ等の復旧

輪島市 250 分 55 分 55 分 55 分 －

珠洲市 290 分 75 分 75 分 75 分 －

穴水町 210 分 35 分 35 分 35 分 －

能登町 280 分 65 分 65 分 65 分 －

223 箇所 217 箇所 152 箇所 152 箇所 0 箇所

720 本 374 本 172 本 172 本 0 本

農林 0 ％ 94.4 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 農地・農業用施設、林道、漁港等

土木

（県）
0 ％ 99.9 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％

土木

（市町）
0 ％ 99.9 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％

地震 0 河川 42 河川 42 河川 42 河川 42 河川

豪雨 0 河川 20 河川 38 河川 38 河川 38 河川

0 ％ － 52 ％ 58 ％ 100 ％

0 ％ － 88 ％ 88 ％ 100 ％

損傷規制標識数（能登３市３町）

損傷信号機数（能登３市３町）

道路、河川、砂防、下水道等

応急復旧が必要な河川はR7年5月末ま

でに完了

県管理河川のうち被災河川数

　県全体 102河川

　（うち水位周知河川 17河川）

※水位周知河川：沿川に資産や人口

が集中する河川

応急復旧完了河川

（県管理河川）

本復旧に着手した河川の

割合（県管理河川）

うち水位周知河川

県全体

徳田大津ICからの移動時間

災害査定完了率

道

路

公

共

施

設

等



備考
R6年12月末

(発災後1年)
客観指標 目標

R7年12月末

(発災後2年)
発災直後

現状

R8年3月末

インフラ等の復旧

地すべり 0 箇所 35 箇所 37 箇所 37 箇所 37 箇所

砂防 0 箇所 0 箇所 6 箇所 6 箇所 6 箇所

急傾斜 0 箇所 4 箇所 4 箇所 4 箇所 4 箇所

0 ％ － 40 ％ 49 ％ 100 ％

0 ％ － 52 ％ 59 ％ 100 ％

応急復旧完了港湾 0 箇所 7 箇所 7 箇所 7 箇所 7 箇所
応急復旧が必要な港湾はR7年3月末ま

でに完了

0 ％ － 58 ％ 72 ％ 100 ％

0 ％ － 100 ％ 100 ％ 100 ％

0 ％ － 31 ％ 31 ％ 100 ％
県・市町管理農地・農業用施設等の

うち被災件数 2,421件

0 ％ － 27 ％ 32 ％ 100 ％
県・市町管理山地・林道のうち被災

施設数 333施設

0 ％ － 32 ％ 34 ％ 100 ％
県・市町管理漁港・共同利用施設等

のうち被災施設数 161施設

358 万ｔ

処理率 － 32.2 ％ 92.2 ％ 100 ％

万ｔ 345

災害廃棄物の処理量・処理率（累計）
R8.3月

処理完了

県全体

県管理港湾施設のうち被災施設数

　県全体 24施設

　（うち生業再建等に不可欠

　　な施設等 10施設）

応急復旧が完了した土砂災害箇所

（災害関連緊急事業の採択箇所）

応急復旧が必要な土砂災害箇所はR7

年5月末までに完了

－ 120廃

棄

物

うち人家近接

箇所等

県全体

うち生業再建等に不

可欠な施設

本復旧に着手した農地・農業用

施設等

本復旧に着手した山地・林道

本復旧に着手した漁港・共同利用

施設等

本復旧に着手した港湾施設

本復旧に着手した土砂災害箇

所の割合

処理量 万ｔ
(R8.2月末時点)

令和8年3月末時点での発生推計量

（別管理建物除く）は 358万ｔ

公

共

施

設

等

土砂災害箇所

　県全体 94箇所

　（うち人家密集地や

　　仮設住宅周辺等 69箇所）



備考

1.55 倍

1.55 倍

88 ％

－ － 1,073 件 1,240 件 －

－ － 135 社 152 社 － 復興プラン策定以降の累計企業数

－ － 114 件 147 件 －

－ － 1,143 人 1,203 人 －

働きたくても仕事がない高齢者や障

害者等を登録し､復興に必要な公共的

業務を担ってもらう制度

34.3 ％ 48.8 ％

153 人

主

要

統

計

有効求人倍率

奥能登地域の有効求人倍率は、R6.2

月に1倍を下回ったが、R6.9月に1倍

超えとなった。

－
(R8.2月時点)

県全体

奥能登
(R8.2月時点)

1.61

1.59

1.77

1.22

1.68

1.16

倍

倍

％80 ％ 88 ％－
(R8.2月時点)

100

宝達志水町以北

※年度毎に集計・とりまとめ

％

－

一般旅行者を受入再開した宿泊施設

の定員

（発災後に廃止した施設を除く）

(R6年度累計)

商

工

(R7.1月末時点)

復旧・復興に関する客観指標　（令和８年３月末時点）

観

光

客観指標
現状

R8年3月末
目標

％48.8

ー

生業（なりわい）の再建

－

R7年12月末

(発災後2年)

倍

倍

倍

％100

R6年12月末

(発災後1年)

外国人材ワンストップセンター

相談対応件数（累計）

能登復興推進隊登録者数（累計）

(R7.12月末時点)

倍

事業者の営業再開率

（能登３市３町）

商工会・商工会議所の会員企業への

聞き取り調査から推計

発災直後

宿泊施設営業稼働率

（能登３市３町・定員）

能登への教育旅行入込数（累計） 人0

ILAC能登による相談対応件数（累計）

副業・兼業人材活用企業数（累計）

5.6



備考客観指標
現状

R8年3月末
目標

生業（なりわい）の再建

R7年12月末

(発災後2年)

R6年12月末

(発災後1年)
発災直後

農林 0 ％ 94.4 ％ 100 ％ 100 ％ 100 ％ 農地・農業用施設、林道、漁港等

0 ％ － 31 ％ 31 ％ 100 ％
県・市町管理農地・農業用施設等の

うち被災件数 2,421件

0 ％ － 27 ％ 32 ％ 100 ％
県・市町管理山地・林道のうち被災

施設数 333施設

0 ％ － 32 ％ 34 ％ 100 ％
県・市町管理漁港・共同利用施設等

のうち被災施設数 161施設

65 ％ 67 ％ 67 ％

60.4 ％ 73 ％ 73 ％

66.2 ％ 87 ％ 87 ％

－ 2,564 人 3,680 人 3,757 人 －

(R7.1～12月累計)

(R6.1～12月累計)

(R6年産) (R7年産)(R7年産）

木材生産量の回復率（宝達志水町以北）

水稲作付率（奥能登２市２町）

本復旧に着手した漁港・共同利用

施設等【再掲】

災害査定完了率【再掲】

農

林

水

産

農林水産業ボランティア参加者数

（延べ・累計）

本復旧に着手した農地・農業用

施設等【再掲】

本復旧に着手した山地・林道【再掲】

水揚金額の回復率（能登３市３町）

－

－
(R6.1～12月累計)

R5.1～12月累計と比較した

R7.1～12月累計の水揚金額

R5年産と比較したR7年産の作付率

110 ％

－
R5.1～12月累計と比較した

R7.1～12月累計の木材生産量
％100

－

(R7.1～12月累計)

(R7.1～12月累計)

(R7.1～12月累計)



備考

119,650 人 112,534 人 107,863 人 107,135 人

棟数 0 棟 14,152 棟 42,385 棟 42,385 棟

率 0 ％ 33.4 ％ 100.0 ％ 100.0 ％

地震 － 161,936 人 183,470 人 183,752 人 －

豪雨 － 22,788 人 25,998 人 26,008 人 －

－ 2,564 人 3,680 人 3,757 人 －

6,882 戸 6,882 戸 6,882 戸

286 戸 286 戸

着工 0 戸 0 戸 134 戸 212 戸

完成 0 戸 0 戸 0 戸 0 戸

0 件 413 件 413 件 －

戸

復興公営住宅戸数

豪雨 0

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

戸

戸

0 戸286

(R6.12.23)

(R7.3.28)

復旧・復興に関する客観指標　（令和８年３月末時点）

公

費

解

体

公費解体の解体棟数・解体率

（累計）

R7.10月

解体完了

暮らしと住まいの再建

現状

R8年3月末
目標客観指標 発災直後

R6年12月末

(発災後1年)

令和7年12月末時点で､別管理建物

(土砂崩れにより解体に着手でき

ない建物や､旅館や工場といった

大規模な建物など)を除いた申請

棟数42,385棟について､全ての解

体が完了

R7年12月末

(発災後2年)

主

要

統

計

発災直後と比較して約10.5％減人口（能登3市3町）
(R8.3.1時点)(R8.1.1時点)

戸2,986

全戸完成

被災家屋の保存・活用に向けた

現地調査実施件数（累計）

住

宅

仮設住宅（建設型）完成戸数

全戸完成

(R7.1.1時点)(R6.1.1時点)
－

戸6,882
(R6.12.23)

(R7.3.28)

県・市町募集の災害ボランティア

活動人数（延べ・累計）

地震

農林水産業ボランティア参加者数

（延べ・累計）【再掲】

(R6.12.23)
0



備考

暮らしと住まいの再建

現状

R8年3月末
目標客観指標 発災直後

R6年12月末

(発災後1年)

R7年12月末

(発災後2年)

92 ％ 97.3 ％ 98.6 ％ 98.6 ％

70.4 ％ 87.4 ％ 97.6 ％ 98.4 ％

2.2 ％ 68.9 ％ 94.3 ％ 94.3 ％

0 団体 30 団体 37 団体 37 団体 －
国補助金の交付決定があった団体

数

0 ％ 25.5 ％ 54.5 ％ 65.5 ％ 100 ％

県立の中・高・特支55校の被災し

た学校施設のうち復旧した学校施

設の割合

3.8 ％ 3.8 ％ 3.8 ％ 3.8 ％ 100 ％

避難所となる52校の県立学校体育

館のうち空調設備を整備した体育

館の割合

文化財の復旧率 － 2.5 ％ 21.7 ％ 21.7 ％ 100 ％

－ － 31 校 33 校 33 校

－ － 約1,800 人 約2,000 人 －

－ － 1,460 人 5,620 人 －

1,132 人 2,615 人

328 人 3,005 人

(R6.12.25～)

－

－

(R6.11.1～) (R6.11.1～)

(69/75医療機関)

(2/91施設)

(73/75医療機関)

(118/135施設)

(62/90施設)

－

全子育て関係施設のうち再開した

子育て関係施設の割合

（発災後に廃止した施設を除く）

(95/135施設)

災害時に避難所となる県立学校体育館

の空調設備の整備率

(珠洲市)

(輪島市) －

－

新たに整備された子どもたちの居場所の

利用者数（累計）

被災した医療機関のうち再開した

医療機関の割合

（発災後に廃止した施設を除く）

子

育

て

・

教

育
奥能登以外の全日制県立高校を対

象とした、震災遺構の見学や専門

家・語り部から話を聞くなどの防

災・減災学習

全入所施設のうち運営している入

所施設の割合

（発災後に廃止した施設を除く）

(71/72医療機関)

(122/125施設)

(83/88施設)

(70/71医療機関)

％100

％100
医

療

・

福

祉

能登での防災教育実施学校数（累計）

子育て関係施設（保育・放課後児童ク

ラブ・児童館・児童養護施設・乳児

院）の運営率（能登３市３町）

医療機関の運営率（能登３市３町）

入所施設（高齢者・障害者）の運営率

（能登３市３町）

県立学校施設の復旧率

子どもの居場所づくり実施団体数

（累計）

　すずっこひろば

　　　　　　　　参加生徒数（累計）

(122/124施設)

(83/88施設)

－

COMPLEXなどの寄附金を活用

し、能登官民連携復興センターが

実施する「能登復興支援事業」に

より支援して整備された施設

％100

(R6.12.25～)

　NOTO COMPLEX PLAYGROUND



備考

暮らしと住まいの再建

現状

R8年3月末
目標客観指標 発災直後

R6年12月末

(発災後1年)

R7年12月末

(発災後2年)

0 人 63 人 260 人 299 人 300 人 宝達志水町以北の小中学生を対象

0 人 178 人 553 人 824 人 700 人 奥能登地区の小中学生を対象

地震 － 4,515 世帯 9,620 世帯 10,583 世帯 －

豪雨 － 1 世帯 34 世帯 34 世帯

－ 15,917 件 27,934 件 29,761 件 －

－ 38 件 147 件 192 件 －

－ 190 件 1,966 件 2,498 件 －

－ 81 件 907 件 973 件 －

－ － 3,426 件 4,459 件 －

生活再建支援アドバイザーによる

訪問等と、いしかわ被災者支援セ

ンターでの対面等の相談件数

30 ％

－ － 21 件 21 件 －

－ － 451 人 451 人 －

53 ％

季節を感じる工作等の出前講座の

参加人数（累計）

祭りお助け隊の派遣数（累計）

地域コミュニティ再建支援事業の

支援件数（累計）

地域コミュニティ施設等再建支援補助金

の申請件数（累計）

祭

り

生活再建支援アドバイザー支援件数

（累計）

自宅再建利子助成事業給付金の給付

件数（累計）

祭りの再開状況

自然体験キャンプの参加人数（累計）

地域福祉推進支援臨時特例給付金の

給付件数（累計）

被災者生活再建支援金加算支援金の

支給世帯数（累計）

子

育

て

・

教

育

生

活

再

建

支

援

住家の被害程度に応じた基礎支援

金(最大100万円)と､住家の再建方

法に応じた加算支援金(建設･購入:

最大200万円､補修:最大100万円､

賃借:最大50万円※公営住宅を除

く)の支給世帯数

キリコ祭りなど能登の主な祭り

226件のうち再開した祭りの割合
－

(R6年度)

祭りお助け隊を派遣した祭りの数（累計）

－％53



備考

－ － 785 人 1,076 人 －

関係人口登録システム「いしかわ

のWa！」の登録者数

※R7年11月から運用開始

311 人 441 人 1,308 人 1,350 人 5,000 人

－ 5 回 313 回 364 回 －

－ 19,242 人 163,188 人 186,517 人 －

① 86,805 人/年 ① 86,805 人/年

② 67,849 人/年 ② 97,176 人/年

－ － 1,143 人 1,203 人 －

働きたくても仕事がない高齢者や

障害者等を登録し､復興に必要な公

共的業務を担っていただく制度

－ － 451 人 451 人 －

R7年12月末

(発災後2年)

(R6.7.7～R7.7.6)

(R7.7.7～12月末)

NOTOMORI（のと里山空港仮設飲

食店街)：のと里山空港敷地内に設

置された施設で、飲食の提供のほ

か、Wi-Fi完備のコワーキングス

ペースなど、復興関連事業者の活

動拠点となる施設

(R6.7.7～12月末)

34,468

運休

関係人口登録システムのサポーター登

録者数（累計）

のと里山空港利用者数

（毎年7月7日～翌年7月6日の累計）

NOTOMORIを利用したイベント

開催数（累計）

地域課題解決などのフィールドワーク

プログラムに取り組む学生数

（R5～R14年度の累計）

関

係

人

口

能登復興推進隊登録者数（累計）

【再掲】

能登ー羽田便の利用者数

※発災直後は運航停止、R6.1.26～

1日1往復で再開、R6.12.25～1日2

往復に復便(R7.7.7～3月末)

（速報値）

17万 人/年

(R6.7.7～R7.7.6)

復旧・復興に関する客観指標　（令和８年３月末時点）

その他

客観指標 発災直後
現状

R8年3月末
目標

R6年12月末

(発災後1年)

人/年

NOTOMORI利用者数（累計）

祭りお助け隊の派遣数（累計）

【再掲】



備考
R7年12月末

(発災後2年)

その他

客観指標 発災直後
現状

R8年3月末
目標

R6年12月末

(発災後1年)

輪島市 250 分 55 分 55 分 55 分 －

珠洲市 290 分 75 分 75 分 75 分 －

穴水町 210 分 35 分 35 分 35 分 －

能登町 280 分 65 分 65 分 65 分 －

－ － 6 団体 6 団体 －

COMPLEXなどからの寄附金を活

用した能登の未来を創る先導的な

取組の支援

－ － 11 団体 11 団体 －

休眠預金を活用した復興まちづく

りや生業再建に取り組む団体等へ

の伴走支援

－ － 20 団体 30 団体 －

創造的復興に資する取組について

クラウドファンディングを活用し

た資金調達を支援

－ － 25 団体 39 団体 －
企業等による地域団体等へのプロ

ボノ支援のマッチングを実施

－ － 10 本 10 本 －

－ － 482 万回 1,316 万回 －

－ 2.5 ％

－ 20,921 点 49,989 点 54,420 点

－ 513 点 22,752 点 24,528 点

45.5 ％
(R7.1月末時点)

令和6年能登半島地震アーカイブ

（https://noto-

archive.pref.ishikawa.lg.jp/）での

収集資料の公開状況

％100％45.1

情

報

発

信

公開動画本数（累計）

動画視聴回数（累計）

収集資料の公開状況
収集点数

公開点数

地

域

団

体

等

の

支

援

能登復興支援事業支援団体数（累計）

休眠預金を活用した支援事業

支援団体数（累計）

クラウドファンディングの活用支援事

業支援団体数（累計）

プロボノ支援事業支援団体数（累計）

関

係

人

口

徳田大津ICからの移動時間

【再掲】



備考
R7年12月末

(発災後2年)

その他

客観指標 発災直後
現状

R8年3月末
目標

R6年12月末

(発災後1年)

－ 22,061 部 45,449 部 56,183 部 －

－ 4,849 人 7,291 人 8,085 人 －

計

画
0 市町 2 市町 6 市町 6 市町 6 市町

情

報

発

信

被災６市町における復興計画の

策定状況

被災者向け相談会参加者数（累計）

被災者向け情報発信部数（累計）


